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○調査の概要 

調査の種類 

子育て支援に関するアンケート調査 

若者の生活実態に 

関するアンケート調査 就学前児童の 

保護者調査 
小学生の保護者調査 

調査対象者 

愛西市に居住する就学前

児童の保護者から無作為

抽出 

愛西市に居住する小学生

の保護者から無作為抽出  

愛西市に居住する中学

生・高校生から無作為抽

出  

調 査 方 法 郵送配布、郵送・ＷＥＢによる回収 

調 査 期 間 令和６年１月16日～令和６年２月13日 

配布数 1,000 1,000 1,000 

有効回答数 482 485 337 

有効回答率 48.2％ 48.5％ 33.7％ 
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１ 子どもと家族の状況等【就学前児童・小学生】 

○子育て世帯の核家族化が進んでおり、日常的に祖⽗⺟等の親族に子どもをみてもらえる

機会が少なくなってきています。 

○その⼀方で、⽗親の育児参加が進んできており、⽗⺟がともに子育てをしていくという

意識が⾼まってきています。 

○子育てを支えてくれる人がいない人も増えてきており、多様な子育て家庭を支えるため

に、個々の世帯が抱えている様々な課題を解決できる支援体制を整えていく必要があり

ます。また、子育て支援に関するサービスを必要な人・世帯が気軽に利⽤できるよう、

情報提供や相談体制の充実を図る必要があります。 

① 主に子育てをしている人 

■子育てを主に⾏っている人については、過去の調査に比べて、就学前児童の保護者は

「⽗⺟ともに」が上昇し、「主に⺟親」が低下しています。小学生の保護者において

は、平成30年度の調査結果に比べて「⽗⺟ともに」が上昇し、「主に⺟親」が低下し

ています。 

［就学前児童］     ［小学生］ 

 

 

 

 

55.6

42.9

0.6

0.4

0.2

0.2

51.4

46.5

0.3

1.0

0.6

0.3

49.4

48.1

0.4

1.0

0.6

0.6

0% 20% 40% 60%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

令和５年 n=482

平成30年 n=708

平成25年 n=1,078

49.5

45.4

1.2

1.2

2.1

0.6

46.9

48.6

1.1

2.1

0.4

0.9

48.8

47.9

0.9

1.2

0.7

0.5

0% 20% 40% 60%

令和５年 n=485

平成30年 n=747

平成25年 n=1,062
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35.7

55.9

3.1

9.7

11.5

0.6

41.1

54.8

3.3

16.5

8.6

0.3

36.7

50.1

3.6

18.9

8.9

0.2

0% 20% 40% 60%

令和５年 n=485

平成30年 n=747

平成25年 n=1,062

② 子どもをみてくれる人の有無（複数回答） 

■子どもをみてくれる人の有無は、「緊急時もしくは⽤事の際には祖⽗⺟等の親族にみ

てもらえる」が就学前児童・小学生の保護者ともに過半数を占めており、「日常的に

祖⽗⺟等の親族にみてもらえる」も30％以上あります。過去の調査結果に比べて就

学前児童の保護者は「日常的に祖⽗⺟等の親族にみてもらえる」が低下し、小学生の

保護者は「緊急時もしくは⽤事の際には祖⽗⺟等の親族にみてもらえる」が上昇して

います。 

■「いずれもいない」は就学前児童・小学生の保護者ともに上昇傾向にあります。 

［就学前児童］        ［小学生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.3

58.7

1.7

8.3

8.5

2.1

39.7

60.5

1.1

5.6

5.1

2.8

40.9

52.0

1.4

10.1

3.7

1.9

0% 20% 40% 60%

日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる .

緊急時もしくは用事の際には祖

父母等の親族にみてもらえる・

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる ・

緊急時や用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

令和５年 n=482

平成30年 n=708

平成25年 n=1,078
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２ 保護者の就労状況【就学前児童・小学生】 

○就労している⺟親（フルタイム、パート・アルバイト等、育休・介護休業中）の割合は

上昇を続けており、令和５年度の就学前児童の⺟親は77.2％、小学生の⺟親は89.4％

となっています。平成25年度と比較すると、就学前児童の⺟親は15.6ポイント、小学

生の⺟親は12.8ポイント⾼くなっています。 

○これらは、男⼥共同参画社会の促進、子ども・子育て支援に係る制度の充実、人⼿不⾜

による⼥性の労働⼒への需要の増⼤、経済的な安定を図る家庭の増加などが要因として

考えられます。市として、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推進して

いく必要があります。 

 

■⺟親の就労状況・形態をみると、就学前児童、小学生の⺟親ともに「フルタイム」、「パ

ート等」、「育休・介護休業中」を合計した〈就労している割合〉が上昇し、「就労して

いない（非就労）」が低下を続けています。小学生の保護者では90％近くが就労してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.2

21.9

18.6

38.5

34.2

23.1

13.4

7.5

6.2

0.1

0.5

33.1

37.3

35.0

50.7

51.2

52.6

2.5

2.4

1.8

0.2

0.4

0.4

22.4

27.6

34.5

9.9

11.5

19.4

0.4

1.6

3.0

0.6

1.2

3.1

1.7

0.8

1.4

1.0

0% 50% 100%

令和５年 n=  478

平成30年 n=  707

平成25年 n=1,074

令和５年 n=  473

平成30年 n=  737

平成25年 n=1,048

フルタイムで就労しており、産休、育休、介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休、育休、介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休、育休、介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休、育休、介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

就
学
前

小
学
生
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37.3

50.0

57.7

0.8

0.6

0.7

49.2

35.2

26.3

12.7

3.4

1.4

12.9

13.3

15.1

82.4

90.1

93.0

0.6

1.6

0.9

4.1

5.9

5.0

0% 50% 100%

令和５年 n=  482

平成30年 n=  708

平成25年 n=1,074

令和５年 n=  482

平成30年 n=  708

平成25年 n=1,030

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

母

親

父

親

３ 育児休業の取得状況【就学前児童】 

○育児休業を取得する保護者の割合が⾼くなっています。特に、令和５年度の⺟親の取得

率は49.2％の⾼い率です。⽗親は12.7％と平成30年度より9.3ポイント⾼くなってい

ますが、依然として⼥性に比べると低い⽔準です。 

○厚生労働省「令和４年度雇⽤均等基本調査」によると、男性の育休取得率は17.13％と

なっており、全国と比べて本市の男性の育児休業の取得率は低いことがうかがえます。

男性が育児休業を取得することが当たり前となるような社会の風土を醸成するために、

啓発活動等や環境整備を⾏い、男性が積極的に育児に参加しやすい社会を目指していか

なければなりません。 

 

■保護者の育児休業の取得状況をみると、⺟親の取得状況は、「取得した（取得中である）」

が上昇し、令和５年度には49.2％となっています。 

■⽗親の取得状況をみると、過去の調査結果に比べて「取得した（取得中である）」が上

昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 平日の定期的な教育・保育事業【就学前児童】 

○平日の教育・保育事業の利⽤率は過去の調査結果に比べて低下しています。しかし、利

⽤していない理由としては事業に空きがないことが上昇しており、事業を利⽤したい保

護者に教育・保育事業が提供できるよう、引き続き提供体制の充実に向けて検討する必

要があります。 
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65.1

79.4

73.0

44.8

97.1

34.2

20.3

26.7

54.9

1.7

0.6

0.3

0.3

0.3

1.1

0% 50% 100%

令和５年 n=  482

平成30年 n=  708

平成25年 n=1,078

３歳未満 n=  288

３歳以上 n=  175

利用している 利用していない 無回答

年
齢
別

全

体

① 平日利用している教育・保育事業の利用状況【就学前児童】 

■平日の教育・保育事業の利⽤率は、平成30年度の調査結果に比べて14.3ポイント低

下しています。子どもの年齢別にみると、３歳以上では97.1％を超えています。 

 

 

 

 

 

 

② 平日に教育・保育事業を利用していない理由【就学前児童】（利用していない人、複数回答） 

■平日の教育・保育事業を利⽤しない理由は「子どもがまだ小さいため」（48.5％）、「利

⽤する必要がない」（46.1％）となっています。その⼀方で、平成30年度の調査結果

に比べると「保育・教育の事業に空きがない」が6.8ポイント⾼くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.1

4.8

-

10.3

5.5

0.6

1.8

48.5

10.3

0.6

47.2

7.6

-

3.5

4.9

-

2.1

56.9

7.6

1.4

0% 20% 40% 60%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

保育・教育の事業に空きがない

経済的な理由で事業を利用できない

延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

事業の質や場所など、納得できる事業が

ない ・

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

令和５年 n=165

平成30年 n=144
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14.3
9.8 2.3

76.6

1.0
13.0 8.2 2.1

79.9

1.7
14.8 11.2

2.8

75.8

1.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
令和５年

n=482

平成30年

n=708

平成25年

n=1,078

単位：ｎは人、他は％

５ 地域子育て支援拠点事業【就学前児童】 

○地域子育て支援拠点事業の利⽤意向は３歳未満で⾼くなっています。誰もが安心して子

育てができるよう、子育てに関する情報提供、専門職による相談支援、保護者同士の交

流のきっかけづくりの充実を図っていく必要があります。 

① 地域子育て支援拠点事業の利用状況【就学前児童】（複数回答） 

■地域子育て支援拠点事業の利⽤率は過去の調査結果に比べて⼤きな変化はみられま

せん。 

■年齢別にみると３歳未満が⾼く、⺟親の就労状況別にみると、休業中や非就労はフル

タイムやパート等に比べて⾼くなっています。 

 

 

 

 

 

区  分 ｎ 
地域子育て 

支援拠点事業 

その他、市で実

施している類

似の事業 

その他 
利用して 

いない 
無回答 

年
齢 

３ 歳 未 満 288 21.2 14.6 2.8 67.0 0.7 

３ 歳 以 上 175 1.7 1.1 1.7 93.7 1.7 

母
親
の
就
労
状
況 

フルタイム 135 3.0 3.7 2.2 91.1 0.7 

パ ー ト 等 158 5.1 1.9 3.2 88.6 1.3 

休 業 中 76 34.2 25.0 1.3 51.3 1.3 

非 就 労 109 28.4 18.3 1.8 57.8 0.9 
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② 地域子育て支援拠点事業の利用意向【就学前児童】 

■地域子育て支援拠点事業の利⽤意向は過去の調査結果に比べて⼤きな変化はみられ

ません。年齢別にみると、３歳未満の利⽤意向は、「利⽤していないが、今後利⽤し

たい」が25.0％、「すでに利⽤しているが、今後利⽤日数を増やしたい」が10.8％と、

利⽤意向が⾼くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1

17.9

19.9

25.0

10.3

15.6

11.4

32.9

25.7

7.3

6.4

8.6

10.8

1.1

1.5

1.3

22.4

12.8

8.3

8.2

9.2

7.6

9.1

11.1

8.2

2.6

7.3

61.4

62.0

56.4

51.7

76.6

70.4

74.7

38.2

47.7

3.9

5.5

5.9

4.9

2.9

1.5

4.4

3.9

6.4

0% 50% 100%

令和５年 n=  482

平成30年 n=  708

平成25年 n=1,078

３歳未満 n=  288

３歳以上 n=  175

フルタイム n=  135

パート等 n=  158

休 業 中 n=   76

非 就 労 n=  109

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

その他

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

年
齢
別

全

体

母
親
の
就
労
状
況
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６ 子育て支援事業等の認知度【就学前児童】     

○平成30年度の調査結果に比べて「家庭児童相談」、「子育て世代包括支援センター」、「あ

いさいっ子応援計画」の認知度は⾼くなっているものの、それ以外は低下しています。 

○事業の利⽤率向上に向けて、サービス内容をより明確に認知してもらうため、効果的な

情報提供のあり方について⾒直すとともに、利便性の向上等、利⽤者の視点に⽴った事

業のあり方について、引き続き検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.3

83.1

69.1

80.8

45.6

53.2

66.0

79.9

73.0

77.7

48.5

50.0

36.7

33.8

32.6

24.2

27.4

61.6

57.9

46.6

19.3

14.5

24.9

15.8

47.9

43.4

27.0

17.3

21.0

19.2

46.9

46.8

59.5

63.0

63.1

72.5

68.3

35.8

37.1

51.1

6.4

2.4

6.0

3.4

6.4

3.4

7.1

2.7

6.0

3.2

4.6

3.2

3.7

3.2

4.4

3.3

4.4

2.6

5.0

2.3

0% 50% 100%

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

令和５年

平成30年

はい いいえ 無回答

パパママ

教室

保健セン

ターの情

報・相談

親子クラブ

保育所等の

園庭解放

子育て支援

センター

の相談

子育て支援

情報紙

家庭児童

相談

子育て世代

包括支援

センター

Aisai・

ママ・

マルシェ

「あいさ

いっ子応援

ナビ」

令和５年 n=482

平成30年 n=698
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80.9

74.6

76.5

17.2

21.0

21.1

1.9

4.4

2.4

0% 50% 100%

令和５年 n=314

平成30年 n=562

平成25年 n=787

あった なかった 無回答

７ 子どもが病気の際の対応【就学前児童】     

○子どもが病気等で保育園・幼稚園や小学校を休まなければならなかったときの対処方法

としては、⺟親が仕事を休む割合が⾼くなっており、病児・病児保育の利⽤意向は平成

30年度に比べて⾼くなっています。 

○病児・病後児保育の利⽤を希望しない理由は、「親が仕事を休んで対応する」が60％以

上となっています。また、「病児・病後児を他人に看病してもらうのは不安」は50％を

超える⾼い率です。「地域の事業の利便性がよくない」、「利⽤料がかかる・⾼い」、「利⽤

料がわからない」は過去の調査に比べて⾼くなっています。 

○病気やケガをした子どもを看るのは⺟親の役目であるという役割意識の定着がうかがえ

ます。しかし、平成30年度の調査結果と比較すると、⽗親が休んだ割合が上昇している

ことから、⽗親が休暇を取得しやすい職場環境づくりが進んでいると推察されます。さ

らに、⽗親の育児参加の促進やワーク・ライフ・バランスの取組など、⽗親の育児参加

を促すための対策を進めていく必要があります。 

○病児・病後児保育のニーズは⾼く、保護者が安心して働くために必要なサービスである

ため、事業の安全性と信頼の確保に努めるとともに、利便性を⾼め、病児・病後児保育

に関する情報を広く提供していく必要があります。 

                      

① 子どもが病気等で保育園・幼稚園が利用できなかったことの有無【就学前児童】 

■子どもが病気やケガで通常の事業が利⽤できなかったことが「あった」と答えている

のは80.9％と、平成30年度の調査結果に比べて6.3ポイント⾼くなっています。 
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② 子どもが病気等で保育園・幼稚園を利用できなかった時の対処方法【就学前児童】（複

数回答） 

■就学前児童が病気等で教育・保育の事業が利⽤できなかった場合の対処方法は、「⺟

親が休んだ」（85.8％）が最も⾼く、「親族・知人に子どもをみてもらった」（41.3％）、

「⽗親が休んだ」（38.6％）、「⽗親⼜は⺟親のうち就労していない方が子どもをみた」

（9.1％）となっています。 

■平成30年度の調査結果と比べると、「⽗親が休んだ」が20.7ポイント⾼くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 病児・病後児保育施設の利用意向【就学前児童】 

■子どもが病気等で定期的な教育・保育事業が利⽤できず、親が仕事を休んで対処した

人のうち、病児・病後児保育施設等を利⽤したい人をみると、就学前児童の保護者の

41.4％が「できれば病児・病後児保育施設等を利⽤したい」と答えており、過去の

調査結果に比べて上昇しています。 

38.6

85.8

41.3

9.1

2.0

0.8

1.2

2.4

3.9

2.4

17.9

75.9

42.2

17.4

1.0

-

1.2

0.5

3.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方

が子どもをみた ・

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利

用した ・

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

令和５年 n=254

平成30年 n=419
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41.4

30.7

27.0

58.1

67.4

72.1

0.5

1.9

0.9

0% 50% 100%

令和５年 n=222

平成30年 n=322

平成25年 n=434

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

 

   

 

 

 

 

 

④ 病児・病後児保育施設を利用したくない理由【就学前児童】（複数回答） 

■ 病児・病後児保育施設を「利⽤したいと思わない」と答えた人にその理由をたずね

たところ、「親が仕事を休んで対応する」（62.0％）が最も⾼く、次いで「病児・病

後児を他人に看てもらうのは不安」（51.9％）となっています。過去の調査結果に比

べて「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が低下している⼀方で、「地域の

事業の利便性がよくない」、「利⽤料がかかる・⾼い」、「利⽤料がわからない」が上昇

傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.9

7.8

9.3

27.1

24.0

62.0

15.5

2.3

58.1

9.2

7.4

19.4

21.2

65.4

18.4

0.9

62.6

6.1

2.7

20.8

17.9

63.3

21.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

令和５年 n=129

平成30年 n=217

平成25年 n=313
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43.9

38.2

39.8

54.2

60.0

42.5

36.1

36.0

55.7

61.4

60.2

45.8

38.7

57.5

63.9

64.0

0.4

0.4

1.3

0% 50% 100%

令和５年 n=485

平成30年 n=747

１年生 n= 83

２年生 n= 72

３年生 n= 75

４年生 n= 73

５年生 n= 61

６年生 n= 86

利用している 利用していない 無回答

学

年

別

全
体

８ 放課後の過ごし方【小学生】  

○放課後児童クラブ（学童保育）を利⽤している割合は、平成30年度の調査結果に比べて

5.7ポイント⾼くなっています。今後も放課後児童クラブを利⽤したい人の過半数が６

年生まで利⽤したいと考えています。 

○放課後児童クラブは、特に小学校低学年時の子どもの放課後の過ごし方として⼤きな役

割を担っています。また、⾼学年の利⽤ニーズも⾼くなっており、保護者のニーズを反

映した運営を⾏うため、事業内容の充実や施設や設備の改善について検討する必要があ

ります。 

                        

① 放課後児童クラブの利用状況【小学生】 

■放課後児童クラブを「利⽤している」のは、43.9％で、平成30年度に比べて5.7ポ

イント⾼くなっています。学年別では２・３年生で⾼くなっています。 
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② 放課後児童クラブを何年生まで利用したいか【小学生】 

■放課後児童クラブを今後も引き続き利⽤したい人に、何年生まで利⽤したいかたずね

たところ「６年生」（54.4％）が最も⾼く、次いで「４年生」（16.7％）となってい

ます。平成30年度の調査結果に比べて「６年生」は12.7ポイント低下しています。 

 

 

 

 

 

③ 放課後児童クラブに希望すること【小学生】（複数回答） 

■放課後児童クラブに希望することは、「特になし」（38.5％）が最も⾼く、次いで「指

導内容を工夫する」（23.0％）、「施設や設備を改善する」（18.8％）などとなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

0.7

10.5

8.6

16.7

11.8

7.9

6.6

54.4

67.1

10.5

5.3

0% 50% 100%

令和５年 n=114

平成30年 n=152

２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 無回答

9.4
16.0

18.8
23.0

12.7

38.5

6.110.5

31.6

14.4

24.9

11.6

33.3

4.6

0%

20%

40%

朝
の
利
用
時
間
を
延
長
す
る

夕
方
の
利
用
時
間
を
延
長
す
る

施
設
や
設
備
を
改
善
す
る

指
導
内
容
を
工
夫
す
る

そ
の
他

特
に
な
し

無
回
答

令和５年 n=213

平成30年 n=285
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９ 地域との関わり【就学前児童・小学生】  

○地域の⾏事等の参加については年齢が上がると参加率が⾼くなる傾向にあります。しか

し、共働きの世帯の増加や地域のつながりの希薄化などにより、参加率が低下している

ことが考えられます。 

○地域や園・学校との関わりが少ない家庭が⼀定数みられることから、⺠生委員・児童委

員をはじめ、地域住⺠による声掛け等を推進していく必要があります。 

○地域による支え合いを望む保護者は低下しているものの、半数程度の人は必要と考えて

います。地域で交流できる機会や日ごろからの関わりを通じて、地域全体で子育て世帯

を⾒守っていく環境づくりの整備が必要です。 

① 地域の行事への参加【修学前児童・小学生】 

■就学前児童、小学生の保護者ともに地域の⾏事へ〈参加している〉（「よく参加してい

る」＋「時々参加している」）が平成30年度の調査結果に比べて低下しています。ま

た、〈参加している〉は就学前に比べて小学生の保護者が⾼い率です。 

 

 

 

 

 

 

                      

② 園や学校行事への参加【就学前児童・小学生】 

■園や学校⾏事への参加状況をみると、小学生の保護者は「よく参加している」が90％

近くあります。 

 

 

 

68.7

73.3

87.4

88.4

6.6

6.2

10.1

10.6

2.7

0.8

0.8

0.5

11.8

1.3

0.1

10.2

18.4

1.6

0.4

0% 50% 100%

令和５年 n=482

平成30年 n=708

令和５年 n=485

平成30年 n=747

よく参加している 時々参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

就
学
前

小
学
生

8.7

14.4

24.9

27.3

36.5

42.7

40.4

49.8

27.0

25.3

22.1

16.6

24.1

15.1

10.9

5.8

3.7

2.5

1.6

0.5

0% 50% 100%

令和５年 n=482

平成30年 n=708

令和５年 n=485

平成30年 n=747

よく参加している 時々参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答

就
学
前

小
学
生



 17

③ 地域の人々はお互いに協力することが望ましいと思うか【就学前児童・小学生】 

■生活上の困難を解決するために、地域の人々はお互いに協⼒することが望ましいと思

うかたずねたところ、就学前、小学生の保護者ともに、平成30年度の調査結果より

も〈協⼒することが望ましい〉（「そう思う」＋「ややそう思う」）は低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 愛西市に望む子育て支援事業【就学前児童・小学生】 

○市に望む子育て支援策についてみると、就学前児童、小学生いずれも「児童⼿当・医療

費・保育料・教育費など子育て費⽤の助成」（就学前児童83.2％・小学生78.6％）が最

も⾼くなっています。また、「公園など遊び場の整備」（就学前児童71.8％・小学生67.2％）

や「犯罪から子どもを守る体制の整備」（就学前児童56.6％・小学生59.2％）も関心が

⾼くなっています。 

○今後更に満⾜度を⾼め、子育てを楽しいと感じてもらうためには、多様化する子育て世

帯のニーズに即した事業の⾒直し、改善が必要となります。 

 

21.0

25.1

18.6

28.8

28.2

36.2

31.5

33.6

35.5

29.9

37.5

30.3

7.7

4.8

5.8

4.4

3.9

2.1

4.9

2.4

3.7

1.8

1.6

0.5

0% 50% 100%

令和５年 n=482

平成30年 n=708

令和５年 n=485

平成30年 n=747

そう思う ややそう思う どちらとも言えない

あまりそう思わない そう思わない 無回答

就
学
前

小
学
生



 18

 

［就学前］    ［小学生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.0

83.2

50.0

20.7

39.6

28.2

25.7

30.1

34.9

16.4

16.2

19.9

56.6

27.2

23.2

42.9

71.8

4.6

1.5

42.2

80.4

41.5

19.1

34.3

28.1

25.6

34.7

45.3

18.6

16.2

21.5

56.1

27.3

26.3

41.8

75.7

3.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妊娠・出産・乳幼児健診などの母子保

健対策の充実 ・

児童手当・医療費・保育料・教育費な

ど子育て費用の助成 ・

保育サービスの充実

子どもとの接し方や対応の仕方など子

育ての悩み事相談窓口の充実 ・

生活の中でちょっと気になることを相

談できる場所の充実 ・

ハンディキャップを持つ子どもの発達

支援・特別支援教育の充実 ・

子育てに関する情報提供の充実

子育て中の親や子どもが気軽に集うこ

とのできる場所・機会の提供・充実・

豊かな体験ができる文化スポーツ教室

など生涯学習の充実 ・

保育付き子育て講座の開催

家事・育児の男女共同参加の意識づく

り ・

父親の育児参加の啓発・支援

犯罪から子どもを守る体制の整備

子どもへの虐待防止対策と体制の整備

非行防止対策の充実

子育てしやすい労働環境づくりの企業

への啓発 ・

公園など遊び場の整備

その他

無回答

令和５年 n=482

平成30年 n=708

30.3

78.6

26.6

17.5

33.4

32.8

23.7

24.3

41.0

10.9

15.3

20.0

59.2

26.6

28.2

43.9

67.2

8.0

2.1

22.9

78.0

19.4

14.9

28.6

23.7

17.8

20.1

40.8

6.3

11.8

11.5

58.1

21.4

25.6

37.8

59.4

4.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年 n=485

平成30年 n=747
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11 学校生活の満足度【中高生】 

○中⾼生ともにおおむね学校生活に満⾜しているものの、子ども自身の意⾒を取り⼊れた

学校生活が望まれていることが考えられます。 

                            

■学校生活に関する満⾜度をたずねたところ、中⾼生ともに「学校生活の決まりごと」は

〈満⾜している〉（「満⾜」＋「どちらかといえば満⾜」）が比較的低くなっています。 

■中学生は⾼校生に比べて「授業の内容や方法のこと」については〈満⾜している〉が低

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.2

35.5

100.0

35.9

33.3

100.0

63.6

60.1

100.0

52.8

39.9

31.3

26.8

100.0

57.9

55.8

47.2

49.3

31.3

36.2

31.8

40.6

100.0

42.6

40.6

8.7

7.2

11.3

14.5

3.6

2.9

7.7

11.6

18.5

22.5

5.1

1.4

5.6

2.9

1.5

0.7

6.2

6.5

7.7

10.1

1.5

1.4

0% 50% 100%

中学生

高校生

その他

中学生

高校生

その他

中学生

高校生

その他

中学生

高校生

その他

中学生

高校生

その他

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答

授
業
の
内
容

や
方
法
の
こ

と

先
生
の
こ

と

友
だ
ち
の

こ
と

部
活
動
、
ク

ラ
ブ
活
動

の
こ
と

学
校
生
活

の
決
ま
り

ご
と

中学生 n=195

高校生 n=138

その他 n=2
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12 悩みごと【中高生】  

○子どもの悩みごとは多岐にわたるものの、学業や将来への不安、友人関係に関する悩み

を抱えている人が多くいます。 

○悩みごとを話さない（話せない）人が中学生で29.3％、⾼校生で26.9％あり、⼀人で悩

みを抱える中⾼生は少なくありません。 

○身近に相談相⼿がいない場合でも、気軽に相談できる窓口や専門家に関する情報発信や

子どもの居場所づくりを⾏い、社会全体で子どものメンタルヘルスを推進することが必

要です。 

                           

■悩みごとをたずねたところ、「進路のこと」（26.1％）が最も⾼く、次いで「学業成績

のこと」（20.8％）、「友人との関係のこと」（10.7％）となっています。 

■性別では⼥性が、学年別では⾼校生が全般的に⾼くなっています。特に、⾼校生は中学

生に比べて「進路のこと」が20ポイント近く⾼くなっています。 

 
 

 

 

 

区 分 ｎ 

友
人
と
の
関
係
の
こ
と 

学
業
成
績
の
こ
と 

進
路
の
こ
と 

部
活
動
の
こ
と 

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ
と 

自
分
と
家
族
と
の
関
係
の
こ
と 

家
庭
内
の
人
間
関
係
の
こ
と
（両
親

の
仲
が
良
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
障
が
い
の
あ
る
家
族
が
い

る
こ
と 

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が
少

な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

答
え
た
く
な
い 

無
回
答 

性 

別 

男 性 172 5.2 19.2 21.5 4.7 2.3 2.3 2.3 0.6 5.2 1.2 59.3 1.7 2.9 

女 性 156 15.4 22.4 31.4 9.0 4.5 5.1 5.1 1.3 4.5 3.2 47.4 3.2 1.3 

学 
 

年 

中学生 195 9.7 20.0 18.5 3.6 3.1 2.1 3.6 1.5 3.1 2.6 56.4 2.1 3.1 

高校生 138 12.3 22.5 37.7 11.6 3.6 5.8 3.6 - 7.2 1.4 46.4 4.3 0.7 

その他 2 - - - - - - - - - - 100 - - 

 

 

10.7

20.8
26.1

6.8 3.3 3.6 3.6 0.9
4.7

2.1

52.2

3.0 2.7

0%

25%

50%

単位：ｎは人、他は％

全体

n=337
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■悩みごとを抱えている人に相談相⼿がいるかたずねたところ、「相談相⼿や話を聞いて

くれる人がいない」（中学生5.3％・⾼校生7.5％）、「相談や話はしたくない」（中学生

24.0％・⾼校生19.4％）が⼀定数あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 ヤングケアラー【中高生】  

○約14人に１人の割合で家族のお世話をしている人がおり、その多くが⽗親や⺟親のお世

話をしています。 

○お世話をしている人の半数以上の人が誰にも悩みを相談していません。その理由として

は「誰かに相談するほどの悩みではない」が多くなっているものの、ヤングケアラーは

個別性が⾼く、本人や家族に自覚がないケースが多いため、積極的なアウトリーチ支援

が必要です。 

○ヤングケアラーの認知度・理解の向上を図ることでヤングケアラーと思われる子どもの

早期発⾒や円滑な支援につながることが期待できるため、引き続き学校教育等を通じて

た啓蒙活動の実施が必要です。 

66.2

64.0

68.7

6.3

5.3

7.5

21.8

24.0

19.4

3.5

4.0

3.0

2.1

2.7

1.5

0% 50% 100%

全 体 n=142

中学生 n= 75

高校生 n= 67

相談相手や話を聞いてくれる人がいる

相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話はしたくない

答えたくない

無回答

学
年
別
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① 現在、お世話をしている人がいるか【中高生】 

■現在、お世話をしている人が「いる」のは7.1％です。また、それはだれかたずねた

ところ、「⺟親」（54.2％）、「⽗親」（45.8％）が⾼くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② お世話をしていることを相談しているか【中高生】 

■お世話をしている24人に、誰かに悩みを相談しているかたずねたところ、「ある」が

41.7％（10人）です。 

■相談していない14人にその理由をたずねたところ、「誰かに相談するほどの悩みでは

ない」が半数です。 

 

 

区 分 ｎ 

誰
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に
相
談
す
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ほ
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わ
る
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

答
え
た
く
な
い 

無
回
答 

全体（人） 14 7  1  1  2  1  3  

 

 

いる 7.1

いない 89.3

無回答 3.6

n=337

ある

41.7%
ない

58.3%

全体

n=24

〈相談しない理由（複数回答）〉 

54.2
45.8

20.8

8.3
16.7

12.5 12.5 12.5
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の
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え
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な
い

無
回
答

全体 n=24

〈それはだれか（複数回答〉 
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③ ヤングケアラーの認知度【中高生】 

■ヤングケアラーの認知度は「聞いたことがあり、内容も知っている」が42.1％とな

っており、⾼校生は中学生に比べて15.5ポイント⾼くなっています。 

■ヤングケアラーをどこで知ったかたずねたところ、「テレビや新聞、ラジオ」

（67.9％）、「学校」（40.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1

35.9

51.4

21.7

24.6

16.7

100.0

33.2

36.9
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3.0

2.6
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0% 50% 100%

全 体 n=337
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高校生 n=138

その他 n=  2

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

学
年
別
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回
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全体 n=215

〈どこで知ったか（複数回答）〉 


